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　　This　i弓 the 　second 　report 　of　the 　bibl  gical　studies 　on 　the　tl1’  Pical　1’at 　mite ，　 In　the　former
report 　the　au 七h り r　described　もhe　lif｛三 histS〕r：y　of 　this　mite 　exlreri 　uented 　upl ，n 　during　June
悔 July

，
1935　in 。ur 】abOratory ．　 But 　in　i』 exa ・et　 data　 was 曲 own 　 neither 　 on 　 thc　 sex　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

ratio 　nor 　on 　the　paエthenogenesis．

　　In　the　pl
・
e5ent 　work 　which 　was 　earried 　out 　in　the　s，y単 e　labora．tory　dui・hlg　tlhe　 month 呂

fl’｛｝ln ］）eGember ， ユ935　to　May ，1936
，
　an 　investigation　 was 　Inad 已 mainly   n 　 the　sex 　r且 tio

  foffi…pring　of　inlpregnata｛1　Ee皿 alecs　and 　on 七he　parthenogene8is   f　u 【lb皿 1｝regna 七θd　femules．

　　Tho 　results 　are 　generally　summer ｛zed 　 us 　follows：

　　1｝　Sex　ra 駐o　of　the　oHlspring 　oi　impregnated 　fcmales　are
，
　 as 　已h ⊂，wn 　in　Table　 I，】工　a・nd

I工1
，

represcnted 　in　the　ratio 　of　iema．les　of 乱 boutl　30％ to　nlales りf　abou 七 70 ％ ．In　preci8e
examinatlo 】i，　hGwever ，　the　percent註gc　of 　females　is　somewhat 　smti ・llor　th乱n 　that　of　 males

乱 も the　5 ｛繊 hut　8 ・on 　the　fema 】e曲 ・c ・ease 　 t，o　ab ・ut 　8  ％ ；nevertheless 、　then　they 　aecramse

gla｛lually　to　  　because　“
lhen

　two
−th廿d5　ef 　 the　whole 　period 　of　oviposition 　is　pasBed，

female　eg9 邑 a・
’
e　n 。 王onger 　 deposiもed ．

　2） LTnimpregnated　fenコ乱］es
，　whell 　engorged 　wi もh　blood，　begin　to　1泓y　eggs 　afもer　ft　period

of　near 】y　t・he　same 　as 　ln　the　eaEe 　of　inipregna．ted　 female呂 （Tab】e　IV ）．

　　3｝ All　cggs 正aid 　bン unimpregnated 　fema ｝es　deve1・ p　i珈 adult 　male 呂 （Table 玉V ），．

　4）　Ovil）osition 　peried，
　humber 　of　eggs 　la圭d　 and 　duration　〔レf　unimpregnated 　fcコ皿 ales 　al’e

ta　bul　，a　ted　iJl　Table　IV 　ior　the　purpose 　ot　eompal ・ing　witlh むh｛｝se 　of　impregllated　females．

　　5｝　E991R 且iod　and 　peri〔〕〔l　of　each 　succeLiding 　developmental　stages 　of 　the　offspring 　oC ／

m 」mP ・・ gnated 　 f・ m 乱1。・ a ・e 　 n ・ a ・ly　 th・
’
．s跚 e ：・s　 th・s・ 。f　 u ・・1・ ・鰤 1

・in鍔 ・f　imp1・・gn ・ted
”

fem 乱le呂 （T 島 b！e　V ）．
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　6〕 When 　the　body　length　and 　

’
Width

』
in　each

』
developエne 漁 l　Btage 　 oi 　the 　effspring 　of

unimP ・eg ・ ・ted　f・m ・1・・ 脚
c ・mP ・ red 　with 　 tl、・… fm ・1・ ・ff・pTing ・ f　unimpreg ・・ted

females，　we 呂ee 　that 　the　data　ob 凱 ined　are 　nearly 　s乱 me 　i駐 e Ψ ery 　stage 　of　both 三but　strictly

・p・aki ・ 9，　w ・ m ・y… iy 　th ・t　tb・ f・・m ・… e 　 a 　littl・ 1・・g・・ th跏 1・tt・・ … h・wh 　 i・ 『ゆ1・

VI．　 The 　same 　phenomenon 　is　seen 　in．the　ca8e 　Qf　experiments 　made 　during　last　shmme 「・

〈ln　 Table　 VH 　 are 　 showll 　 measurements 　 of　 adults 　 only ．） This 亘he 且lomenon
，　however，

may 　be　explained 　by　the　iact七hat ，
  f　the　eggs 　la．id　by　uni 皿 pregrlatExt　f巳males

，　t．here ‘11・e

l・・ge　eg9 ・ in ・・n ・lderabl・ numb ・… nd ・・ し・e皿 ・1y ・m ・11・99s・re ・鴫 ・G 三・ ・h・ w ・ in　F」91 ・

　7 ｝When 　the　body 　lengrt・h　of　adults 　of　willtel
’

seasoll 　are 　eompared 　with 七hat．　of 　summer

se 乱sol1．　the　fom 〕er 　is　llotice をibly 　largerもhan 　the　latter（Table　VII）．　 This　is　due もo　the　fact・

thaも the 　eg9 呂 laid　ill、villt ¢ r　nrelarger 　than　th〔〕se　in　summer 　as　shewn 　in　Fig・Il　the　luaso ］1

is，　howe ▽er
，
　sしin　 unknown ・

　S）The 　virility 　of　the 乱dul仁 ma 】es　which 　al
’
e　developed　from　t・｝le 　eggs ヨaid 　hy 　unim −

P・egn ・ted　 fem・ les　 i・： n ・rmal （Table　HI ）・

　 9） The　 length　 curve 　 of　 male 　 eggs 】aid 　 by　 impTegnated　 fem ＆le　 resembles 　much 加

thab 　of　egg5 　by　uni 皿 pregnated　female（Fig．1）．1もseem 呂 重o　suggest 　that　male 　eggs 】aid 　by

iユ叩 regnated 　 female　 are 　 n ・t　fer七ili・ed ・ ne ＄・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　　　　　　　　　　　　　　　　　I． 緒　　　　　言

　著者は 昭 和 10 年 6
，
7 の 兩 月 に 亘 つ て 當研 究室内に 於 て イ ヘ ダ ＝の 生 活史 を調 べ 既 に 報告

したが ， 性比及 び 處女生殖に 獣て は 正確 な る觀察を途げ得 なか つ たの で
， 昭和 10年の 12 月か

ら冬季實驗室内 に 於 て 冬季 に於 け る發育妝態 を調 べ
， 特に夏季調査不充 分で あつ た性比 と處

女生殖 に 就て は稍詳細 に 観察 し得 たの で 其結果 を簡單に 報告す る次第で あ る．本報告を出す

に 當 り當研究 斯衛 生郁 長三 田技 師並 に 當研究室主任森下技師に 敬意 を表 す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　II． 性　　　　　比

　性 比 に 關 して は著 者 は 前 報告 に 於 て
， 飼育試驗 の 1 例 を示 して 雌 が雄 よ りも多 い と述 べ て

置い た。更 に 夏季 の 飼育試驗 の 他の ユ例を示 す と以下 の 如 くで あ る。

　　7 月 」 日　成蟲 となれる 4 ♀ ♀ ｛共に virgin ）に就 き實驗開始

　　　　sB 　 4♀♀共 充分吸血 （第 1 囘吸血 ）

　　　　　　墹 ・8卵を 琵 し訥 鵡 と なれる もの 如 ｛番、8：、蒲
　　　 11日　4♀♀共充分吸血 （第 2 囘吸血 ）

　　　　　　此間 ・1卵讙 ・酒 雌 と な2Lる も・ ・穩 、1：、繼
　　　 17 日　處女生殖に依 り生 じた る 83 と 夫 々 交尾 せ しむ

　　　　　　 交尾後 4 ♀♀共充分吸甑 （第 3 囘吸血 ）

　　　　　　此 問46卵罐 ・ ， 鹹 蟲となれる もの ・1｛継 ：嬲
　　　 20 日　 3♀♀共充分吸血 ｛第 4 囘吸血），

1♀不明

　　　　　　既問・2卵罐 し訥 薦 となれるも・ ・2｛継 ：蠹
　　　 M 日 　3 ♀♀共充分吸 血 （第 5囘 吸血 ）

　　　　　　騨 ・卵罐 し 鹹 蟲と嶼 ・ もの ・・｛羅 ：纖
　　　 29 日　 1♀不明　1 ♀壓死　故に贊驗を中止す

　　　　　　　 實験期間申の 甼 均室温 30．6°C
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　上 の 表 か ら明 かな様に
， 交尾せ しめた雌成蟲か ら生れ る卵に は雌 とな る もの と．雄 と なる も

の とが あ り， 第 3 回吸血後 の 卵群に 於 て は雌が 多 い が ， 第 4 回吸 血後の 卵群 に 於 て は雌が 多

くな b ， 第 5 回吸血 後に も雌が僅 か に 多 い が 雌雄が 大差 な くな つ て 居 る 。 斯様 に雌と雄 とQ
比が 吸血 の 回數 を重 ね る度 に 變化 し て

一
定 して 居 らなV ・が ，之等 3 群 の もの を通算す る と全

體 と し て 雌が 多い 。然 しなが ら前報告 に 於て 述べ た數字 も上 表iに示 した もの も， 雌成蟲の 全

産卵期 間を通 じ て の 觀察で は な V ・。從 つ て 上 の 實驗 を尚 ほ魁綾 して 觀察 し得た な らば如何な

る結果 とな るか は豫 測 し得な v ・所 で あ る． 其處 で 著 者は 昭和 10年 の 12 月か ら冬季實驗室内 で

交尾せ しめ た雌 成蟲の 産卵す る卯 を悉 く個體飼育 をな し ， 成蟲 とな つ た もの に 就 て 雌雄 を鑑

別 して 其性比 を調査 した ．其 結果 寒第 1
，
2

，
3 表 に 示 す如 くで あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　Tabie　I

Sex 　rat 量o 　of 　 j］ext 　gbeneratien 　o 【 il」〕preguated　♀　F ．1

．− i囎 鯉 i議竪 誌 、蟹 置響 1
Sex　 ratio （％）
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1
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Emergence 　 oJI 　 D ぞ c．1G
，
1935

，
　Copu ユa しion　 and 　fし111　 meal 　 on 　 Dee．17．

F董rst　eggs 　OD 　Dec・20
，
茎ast 　eg90n 　Feb．17， 1936，　Deat正l　on 　Apr．3．

Total 　egg ヨ ヨaid 　144 ，　period　of　experiment ．　Dec，1〔トーApr．3
，
1935’！936 ．

　　　　 （｝feau　 room 　temperature 　17，loσ．）

・第 1 表 は ♀ F ．1 が
一・生 涯に 産卵 した 144 偶 の 卵 を悉 く飼育 し得た紬 果 で あ るが ， 産卵の 初

め に は雄 が 多 く， 次 第に 瞳が多 くな り 1 月 5−− 9 日に 産卵 した 14 個 の 卵群で は 雌が 79 ％ を示

し て 居 る D 其 後叉 雌は滅少 し て 1 月 2i 日以後は 最早雌 を産卵 して 居 らない 。 此處 に 興 味あ る

事は 雌の 數が 滅少 して 來た コ 月20− 21 日に 1 回，営時 威蟲 とな つ た 雄 と交 尾 せ しめ ， 其後 2

回他 の 雄 と交 尾せ しめ て 居 る に 拘 らす雌 を産 卵 し得 ない 事で あ る．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　 II

　　　　　　　Sex　 ratiD 　 of 　 next 　gencra もi。 n 　 oE 　impregnat θd ♀ F．．7

Time 　i。 ，。瞰 1
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．．．
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．
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　　　　　　　　い 1ean　 r〔・Om 　temperature 　18．〔尹0 ．）
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．
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Emergenc ：e ・ n 　Jan．7
，
1936

，
　c ・pulati・ n

’X ・ 1・ the 　same 　day
，　full　meal ・n　Jan・9・

C・pu1 ・ti・ n 奏l　and 　full　 ne ・1 … 」・ n ・14・fi・・t　eg9 ・n 」an ・！6・

Last　eg9 ・ 1
．
・ Mar 、16

，
　d〔mt ．b　o ・・ Apr ・21，　t・tal　egg 　l・ id　1？8・

　Period　o £ experiment 　Jan．7− Apr ・21， 1936．　O∬ean 　room 　tetnperatllre 　l7・［
ec ．）

次 に第 2 表 は吸 ．血前 1 回交 尾 せ しめた の み で 、 其 後終 生
一
交尾せ しめ ない 雌成蟲 の 塵 卵状態

．
羮．
．．

歪8　are 　of εミprlng 　of　Ullimp τe窪11atod 　fem 日 k聖．
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を示 した の で あ るが ，
こ の 雌成蟲で も第 1 表 の 場 合の 如 く， 初 め雌 が 少 い が 次第 に 多 くな 帆

最高86 ％ 迄 増加 し，」し後叉 減少 して 3 月 2岨 以 後は 最早雌 を塵 まな くなつ て 居 翫

　次 に 第 3 表 は ♀ F．8 の 産i卵 llll態を示 した もの で あ つ て ，此例で は 産卵開始前 2 回 と産卵 開

始 後 4 回 と都合 6 回 交 尾せ しめ て 居 るが ， 交尾せ しめ た雄域蟲 は何 れ も處女生 殖に 依 つ て 産

れ た卵 か ら發育 した もの で あ る ．所 が 此例 に 於 て も雌 の 培減 は略 前 2 例 と同様で あ b ，
2 月

25HPI 後は杢 く雌 を産 まな くなつ て 居 る。 以 上 の 事實 か ら同一
雌成蟲 が全生涯 に 鳶 卵す る次

代 の 成蟲 の 性比 に 關 して 次 の 如 く約言す る事 が 出來 る 。

　 1〕産卵 の 初期 に は雌稍 少 く．其 後次 第 に 塘抑 して 60 ％ 前後に 達 し．共後叉減少 し て 産卵

期 間の 約 ％ を經過 す る と雌 を産卵 し碍 な くな る 。

　 2｝全 生涯 を通 じて 見 る と次代の 成蟲の 性 比 は大體雌 3D％ に 肇｝し雄 は 7e％ 前後で ある 。

　 3）斯 くの 如 き割 合va雌雄 を塵卵す る爲め に 雌成蟲 は産卵開始前 　少 くと も 1 回交 尾すれ

ぱ 足 る もの と思 はれ ，交 尾せ しめ る雄威 蟲は處女生 殖の 結果生 じ尢 もの で も 交 尾 せ しめ た

雌 成蟲か ら出で た もの で も同 じ鮎 果 を齎 す。

　以 上 の 結果 は個體數 も少 く， 而 も四季 を通 じ て 親察 して 居 る譯で はな い か ら著 者 は本種の

性比 に關 して 直ち に結論 を下 す もの で は な い が ，雌咸蟲 の 全 生涯の 一・部 分 の み の 觀察に 依 つ

て 木種 の 性比 を論 す る事 の 危險で あ る事 を飆調 したい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 IIL 處 女 生 殖

　Mitc の 類が 處 女生 殖 をなす事實 は OUI）｝；．u ．tN ．x−　C19〔｝S）きこ依 る と ヨSI36年に BI−CK が 飢 に 見 て 居

る と云 ふ 事 で あ るが ， ダ ニ 類 で は伺一雌成蟲 か ら産れ る卵 を悉 く典 代 の 城蟲 に 迄飼育す る 事

は 非常な努力 を要 す る事で あ b ， 而 も四季 を通 じ て 斯 か る 實驗 を繰返す事 は 困難で あ る 爲 に
，

從來見る べ き報告 は殆 ど出て 居 ない 。我 國で は既 に 前 報で 報告 した療 に ，赤 尾氏 〔1鷯 2｝が ワ

ク モ で 観察 して 居 り， 山 田氏 は イ ヘ ダ ニ で 槻 察 した 1［1で あ る。 最近 赤松 ・塑幾 山爾 氏 〔1936 ｝

は イ ヘ ダ ニ の 處女生殖 に 言 及 し て 措 る。

　著 者は 昭和 10年 の 6
，
7 月に 亘 り夏季實驗室1懲に 於 て 2し1籔偶體 の 交尾せ しめ ない 〔virgiu ｝雌 成

蟲 に就 て 其産卵の 有無 を檢 して 悉 く不 受請卵を産む事 を觀察 し， 之 等の 雌 成蟲の 碩 澗に 産

卵 した 卵 を 1 群 と して 飼 育試驗 を試み た が ． 少 くと も成蟲 とな つ た もめは 總 べ て 鮭 で あ る事

を確 めた 。 5t・trs比 の 條｝C 於て 飢 に 表示 した 例 に 於て も， 交 尾せ しめ な い 時 は第 1 回吸 庸L後 の
’

趙 個體 及び第 2 回吸 血 後の 45 個體 共悉 く雄 とな つ て 居 る c 然 し乍 ら夏季 の 實驗 に 於て は 飼育

操作 の 未熟の 爲め 同一雌成蟲或 は雌成蟲群が
一生 涯 に 産卵す る總べ て の 卵に 就て 實驗 し得 な

か つ た 。 其處で 昭和 1り年 12月か ら實驗 窒 内で 交 電せ しめなV ・雌域蟲 の 塵卵 す る總 べ て の 卵の

個 體飼育を試 み た。 以 下 交尾 せ しめな い 雌 成蟲 の 産卵 肌態 ， 産れ た 卵 の 其後の 發育状態 及

び之等 の 卵及 び共 後の 各發育時 期 に於 1ナる體長 及び醴幅等 に 項 を分 つ て 述 べ て 見た b ．

　 〔1〕 交尾 せ しめ ない 罎成蟲の 産卵瓶態

　交 尾せ しめ ない 雌 域蟲 を充分吸 血 せ しめ て
， 張血 よ D産卯開始迄 の 期 闇 、簾卵開始よ り産

卵経了迄 皀卩ち全 産卵期 岡 中の 吸血 囘數及 び産 卵總戴等 を調 べ ， ［漿卵 した卵 は悉 く飼育 し て 次

代 の 成蟲 とな し雌雎 を鑑別 し ， 最後 tc−S 生存期 闇 及び 共 旧1の 吸 血 囘數 を調 査 し ， 岱 せ て 交 尾

せ しめ た 雌 に 就 て 同上の 調査 をな した 結巣 と比 較 を試 み た。 餌成績 は第 4 表 の 如 くで あ るe
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table　 IV

∩ vip てレsition 　and 　durat｛on （bL　da了s）of　unimpregnated ・and 　impregn 乱ted　fe【uale 莓

Mlte 熊i騰 （講慧lllNumbers 　 o 正

　 eggs 　lsid
Tota｝　♀　 ぎ

N り．v ．〕

NJo．　V ．2

Xo ．、
▼
．3

｝
Ti

）．　Y ．・壬

A
’
o ，V ．δ

N 臨，．Y ．6

　 Xo ，　F．1

　 N ぐ」．F．2

　 NNo．　F ．3

　 N ）．F．　 l

　 Xo ，　F．　 j
i

　 N ⊂レ．F，6

　 Xo．　F．7

　 No．　 F，，b

　 こマ（〉．F．　 y

3．’l　　 tth

3，　 　 ls

4．　　 8

：3．　 　 10

・鑞塾；（驪 殿＞1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一ト

　Vnimpregnated 　fema董es

58「f
｛8 」　　　　　122 　　0　　116　　　　　　　　6

ew3｛12＞　　　 1tO

40 （6 ）　　　　　　86

｛1　 98 　 　 　 　 　 12

0　 　83　　 　　　 3

69d（9 ｝

71 （13）

50 （8 ）

7da3s 　after 　1εt　snbnor 硅】al　meai 　or　2　days　after 　Lnd 　fu】｝mea ］．

y
．
｝di　a・　yS ［fteT　ls．　t　s’ubn   rn ］al 　 meal 　 or 　 3　days 　after 　2nd 　 fu】1　mea 】．

　　　　　　　　　 Impregllated　females

3．　　　 s　　　　　　　6〔1 （11）　　　　　144　45　　gg　　　　　　　o　　　　　　　　1‘｝9　（13）

3 ．　 　 1 

8da ｝
冒
s　 a 丘ter　15t　full　 T・・ea 聖 or 　3　days　after 　 2nd　iu］］meal ．

．h 嘲1言、ys　afte715t 　fulT ；neal 〔、r　2　days 　a 圧ter　2nd 　fuU　meaL

：一；「　　 16

与 da騨 after 　lst Σubllorlnal 　 meal 　or 　4　d，ay ，y　af もer　2nd 　sub1 且｛♪m 】al 　meal ．

3．　　　　（，　　　　　　　　 ｛辜8　（11）　　　　　　131　　39

5　e ］
’ 2、　　　　 ti1（8 ）　　　 128　35

9　0r 　3．　　　　 幌 （1D 　　　 114

、84 B 　ILO （17）

85 　 　 　 8 ．　 　 　 105 （12）

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 114 （16）

F ，b ：　 δ days 　 after 　 lst　full　 m 〔凱 i　 or 　 2　days　 after 　211d　 full　 mea ｝．

F．9 ：　Pda ）
’．s　 after 　lst　snbnorma ］lnea 正 ol

・3days．　 after 　2nd　fu］］皿 eal ．

　 上 表 か ら交 尾 せ しめ ない 雌 成蟲 の 産卵状態 を約言 す る と以下 の 如 くで あ る。

　　コ1 本 種 の 雌 成蟲 は處女生殖 をな し，産れ る卵は 總 ぺ て 雄 で あ る。
鹽
　 2｝吸 血 よ b産 卵迄の 期 闇は交 尾 せ しめ た雌域蟲 の 場合 と大 差は な い ．

　　lS｝ 交尾 せ しめ な い 雌成蟲 の 全 産卵期 閭は 交 尾サ しめ た もの に 於 け る よ りも大體に 於 て 稍

短 く， 其間の 吸血 囘數 も從つ て 稍 少い 感が あ る e

　　4）交 尾 せ しめ な い 雌威蟲 に 於 け る 産卵總 數は交尾 せ しめた もの に 於 け る よ りも稍 少 い 。

　　6｝ 交尾せ しめ なV雌 域蟲に 於 け る 全 生 存期間は ， 交尾せ しめ た もの に 於 け る よ りも著 し

く短 か く．從 つ て 其 間の 吸血 囘 數 も少 い a

　　6｝ 交尾せ しめ な い 雌威蟲 も 交尾せ しめ た雌成蟲 も， 第 1 囘 目の 充分 な吸 血 に 依つ て 産

卵 を開始 す る の が 普通 で あるが ， 時 に 第 1 囘 日の 吸 血が 不 充分で あ つ た爲 に 第 2 囘 日の 吸 血

後で な けれ ば 産卵 し始 め ない もの ，或 は築 1囘 目に 充分 吸血 した に 拘 らす第 2 囘 目の 吸 血後

で なけれ ば 産卵 を開始 しな い もの が あ る が ， 少 くと も實驗 に 供 した雌成蟲 に して 絡 に 産卵 を

開始 しな か つ た 例 は なV ・

。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

イ ヘダ ニに 關す る 研 究 〔第 2 報 ｝性 比 及 び 處女生 Ptl： 就 て 6s3

　〔2〕處女生殖 に 依 つ て 産れ た卵 の 共後の 發育趺 態

　處女生殖 に 依つ て 産 れた卵は其後發育す る と悉 く雄 と な る事は既に 述 べ た 所で あ る が ， 共

發育駄 態 を交尾 せ しめた雌成蟲か ら出す る雄 と比 較す る爲 に ，卵 期闇 ， 幼 蟲期 間， 前若蟲期

間 〔前若蟲 とな つ て か ら吸 血 せ しめ る迄 の 時 闇 ， マ ウ ス に 附着せ しめ て 置 い た時闇 及 び 充分

吸 血 後睨皮 す る迄 の 時間 を含む），後若蟲期間 及び卵 が 産み 付 け られ て か ら成蟲 と な る迄 に 要

す る時間を ， 交尾 せ しめ な い 雌破蟲の 場合 と
， 交尾 せ し め 疫 雌域蟲 の 場 合 と に 就 て 調査 した

結果を表示 す る と第 5 表 の 如 くで ある 。表 中に は夏期 の 發育 妝態 と比 較 し得 る樣に ， 夏季の

同樣の 調査 の 雌雄の 李均 雌 雄 に 依る顯著な差逹 は認 め られ なかつ た 〕を示 して 置 い た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TRb ｝e　 V

　　　　 q・　t，ate ‘，f　deyeioPmeni　in　the　winter 　seaso コL （Mean 　 room 　temperat 皿 e　17・1℃ ♪

　 Egg ，1　 1．arv 。 t ，　 　 P蜘 ツ ・叩 h・1 噸 ・d 　 　 ID。。t。、、ymph 。1 ・・r・ ・n 　egg 　 i
　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・・… …il・erlocl ・

’

糖 ，

tu

認 楓
・
櫑 」

°

・− P ・巾 ・ ・
t・ ・d・ 1t

Offspr量卩 竃 c・f　lmimpregn 乱te｛l　fema1 巴

　　　 ii
4．’己　　4 〜‘

　1　：，a 　l9’」

3 ， 211 　
，． f

3 ，　 17　　　 1．　 23
　 　 　 　 1

0

臼
08

　

　

1

343

L｝．・1　 2A3

，　　 810

．　　 8

1，、 　 1劉 3．、1 訓
ト

亅6　 ！． 1。 ．S． 1。
　Ii

・　 ・1 … i3　il
1．・1121 ’　　1　 11．a　18it

1． 13 　 … 13． 5

1． 15　　1　 　 　 　 　 　 18．　 20

　　　 −」
．

ユ，　 121

．　 171

，　 1昌

Offsprin9（拿 ）of　 impregnated 　female

4． 811 （、

2． 。 ll・

2．　 ユ5　 　 　　 ユc）

　 　 う　　　5，　　 5　　　　　1．　 ユ5

翫 　3 　 5， 19 …　 1一  

1． 19　 5．　 21 　 9．　 1
　 　 　 　 　 　 　 　

11

  ffspring　（♂）　〔｝f　impregnated 　female

‘−
Ii

　 　 11．　 18
…i

　11　 13．　 13
　 1．
ll　

14・ 12　i
1「

　　
… i

3
η
a

・
0

，
a5

．
−
軽．

−
　

1

　 工．　 11

　 1，　 Ul
≒
i 玉，　 23
1■

　　　 1
．

］．　 　 8
　　　 11
　 　 　 ト1

5．　 21　 ≡

　　 16

3．　　 9　　　　 1c，

2．　 3　 　 　　 16

り騨

SO

り一

7．　　 14

．　　 94

．　 IB

1．　 17L

　 　163

．　　 o

Col］tlvl ： In　the　sun ユ皿 er 　seaEon 　（mea 工且 ro ‘，山 　もe皿 perature 　29．3じC 冫

ユ7

：113 ． 20
i： II． 11

…i1…
Offspring　of 　impregnftt．ed 　female，　average 　ef 呈 ＆ ぎ

i 12
「

1…　 2± …L12 ・1　 ・・ 4．一・4．12

　第 5 表 に 就 て 見 る と 處女生殖 に依 つ て 産れ た卵 が 成蟲 とな る迄 に 要 す る期 間は ， 交 尾せ し

め た 雌成蟲か ら｝董れた 卵の 内 ， 雄 となる もの と大差 は ない と云 へ る e

　tLll〕 處女生 殖に て 産れ た 卵 の 長縄及 び短 樫 趁 に 其後の 各發育時 期に 於 け る 體長及び 體幅
．

　處女生殖に 依 る場合 と交 尾 せ しめ た 場 合と に 於 ける體長及 び體幅 を比較す る爲に ，卵 の 長

徑 及 び短 徑並 に 其後の 各發育 時期 に 於 ける體長 及 び 隰幅 を測 定 しk ．其結果 は第 6 表 に 示 し

た如 くで あ る．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tab 】e 　、
’I

Body 正el】gtli　and 　wldth 　in　every 　developmelltal　stages ；

　　 Eggs　laid　by　 unimpreg 正1ated 　iemale ： V ．1；

111　、Vi【lter 　193δ！1936 ，　Mean 　rootn 　te1皿 perature 　l7．1QC

　 　 　 　 　 　 　 （S鶏 ale ：　1二〇．01ti　Mlll ｝

Xo ．

　 17

　 91100107109110112Mean

　 l

Eg9
　 　　 　　 　　 Protonymph
Larva　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　Deutonynipli　　 Adult

　　　　蹶
弖

・鴕 ・呻 ・t・・・… d… L
19．5x12 ．0　 　 　 2 ．5x11 ．．5　　 　 20bxl1 ．‘｝

20．Ox13 ．D　　　　 2LOx13 ∫レ　　　　 2 ．5xI2 ．｛，

1S．5　x 　12，0　　　　20．5　x 　12．0　　　　19，5　x 置1．0

21ix13 ．8　　　　 22．8x ／3．8　　　　23．Oxl2 ．r）

20．2x13 ．0　　　 2L δ× 13 ．〔1　　 蟹 1．Ox12 ． 

L）？．8x13 ，5　 　　 22．〔，x13 ．  　　 　2L．8xl2 ． 

19．2x13 ，0　　　　20．5x12 ．8　　　　21．Oxll ．5

20．O × 12．9　　　　21．3x12 ．7　　　　 2LOxl1 ．7

32，0xI8 ． 

33，0x18 ．0

32．Ox18 、0

32．5x19 ．0

33．0 × 185

34，0x19 ．0

32，5x18 ．0

32．7x18 ．4

3LOxl9 ，0

33．Ox17 ，0

31．5xl7 、0

：圭5．Ox21 ．0

33．Ox18 ．6

34．Oxl8 、5

34 ．Dx19 ．0

33．1x18 ，6

3LOx16 ．0

32．OxI7 ．0

3LOx17 ．｛1

34．5x19 ．5

32．  x17 ．0

32．Ox18 ．Q

32，5xI8 ．0

32．1x17 ．8

　　 　　 　　 　 　　 　　 　Control ： ）letml　body ］el ヨgth　aJid 　 width

a ｝　　　　　22，0 × ユ3，4　　　　23．3xI3 ．7　　　　23．3x12 ．9　　　　4L7 × 22。9　　　　42．6x22 ．3　　　　42．δx22 ，2

b，　　　　　19．9 × 122　　　　2LOx12 ．1　　　　20．6x113 　　　　32．3 × 17．7　　　　：32．lx17 ．5　　　　31．：Sxl6 ．9

a ）　Fe皿 ale 　eggs 　Iaid　by　impregnated　female 　F ．1．

b）　MaLe 　e鍔9呂 ］aid 　by 　 impregnated 正emale 　 F ．1、

　表 中 ： ）及 び b）は 交尾 せ しめfe　1　i，
’
」　
一
雌成蟲 の 産卵 した 卵の 内 ， 雌 と な つ た 9 個體 と雄 とな

つ た 9 個 體 の 夫 々 の 平 均値 を示 した もの で あ る。

　上 表 に 就て 見 る と處女生殖に 依つ て 生 じた もの は 、交 尾せ し めた 雌域蟲か ら生 じた 6 と な

る もの と大 差は なV ・が ， 僅 に大 で ある事が 窺はれ る、 體 長及 び 體幅を卵か ら成 蟲 に な る迄の

各 發育時 期 を通 じて 測定 す る 事 は 非常 に 困難 で あつ て
， 上表 に 示 した樣 に 僅 に 7個 體 に 就 て

の み 測 定 し得た の で あ る が ，成蟲 とな つ た もの に 就 て は比 較的 多數に 測定 し得 た の で 、次 に

成蟲 に 就 て の 測 定結果 を示 す と第 7表 の 如 くで あ る。，

　第 7 表は 處女生殖 に 依つ て 生 じた次代の 雄成強 と ， 交 尾 せ しめた 雌成蟲か ら生 じた次 代の

雄成蟲 との 體長 及び體幅を比較 し ， 更 に 之等 兩者 を夏 季 に 於 け る 同樣 の 測定結 果 と比較 した

結果で あ る 。 術，冬季 と夏季 と に 於け る雌成蟲 の 體長及 び 體幅 を も附記 した。

　吹表 か ら處女生殖 に 依 つ て 生 じた次代 の 雄 成蟲 の 體長 は　〔體幅は體 長とは親密 な相 關關係

は な く，個 體變異が 寧 ろ大で あ る の で 以 下體長に 就 て の み 論 じ て 見た い 胴 季節に 於 け る交 尾

した雌成蟲 か ら生 じ潅 次代 の 雄成蟲 の 軆長 よ り僅 に 大で はあ るが ，大 差 はな い と云 へ る。flf

し乍 ら冬季 の もの と夏季 の もの と を比 較す る と そ の 開き は 可 成 りに 顯著で 冬季 に 於 て は 大體

32前 後で あ り，夏季 に 於 て は 30前後で あ る。同様 の 關係 は雌 成蟲 の 場 合 ec も見 られ ， 冬季 は

42で あ る に 反 し夏 季 は 40前後で あ る。 斯 くの 如 き域 蟲の 體長の 大 小は 卵 の 時 代 の 長 徑の 大 小

に 基因 す る もの で あ る事 は． 雨季箚 に 於け る 交 尾せ しめ ない ， 或は 交 尾 せ しめた 雌成蟲の 産
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　 　 　 　 　 　 Tnb ］e 　 VIl

Mean 　1〕ody 　length　alld 　width 　of 　Rdu ｝ts・
　　　　　　　　　　 ロ
　 　 　 　 Sc．臼1e： レ 「｝．  ！bMM

　 　 　 ．1・．乢her

．1）　Unimpregnn ，ted 　；
’

　　　　 （v申畳）

2 ）　1　m 　nt　regna 　ted 　　　・
　 　 　 　 （E1 丿

：・｝ Ulim ・・eg ・・… 司
　　　　　　　　　 i
4）　1Ujpre塁1Σated 　　　．

の Impregn 乱ted 　 、
　　　　 （F．1）　　　 ・

6｝ lmp ・ egn ・t ・d 　1
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。翻 謡 、

　 VNinter
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争

…
1
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♀

♀

卵 す る總 べ て の 卵 の 長 徑 を測 定 して ， 之 を圖示 し て 見 る事 に 俵 っ て 明か と なる
。

　圖 中一 は冬季 交尾 せ し めた雌成蟲 が 産卵 した 卵 の 長徑を示 し，其内 16．2− 21の もの は其

後發育 し て 雄成蟲 とな つ た もの で ，20．5− 23 の もの は雌成蟲 とな つ た もの で あ る。 20．5− 21

の 問 に 曲線が 交叉 して 居 る の は雌 と なる 卵 で も雄 と なる もの よ b も小 さい もの が あ り， 逆に

雄 と な る卵で も雌 とな る もの よ りも大 な る 卵 の あ る事 を意味する もの で あ る。 次 に 一一t・P は 參

季處女生殖に 依 つ て 産れた 卵 の 長徑 を示 し ，

一 一一は 夏季處女生 殖に 依 つ て 産れ た卵 の 長 徑
　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
を示 すa − 一一

は夏季 交尾 せ し 珍元雌成蟲の 産卵 した 總べ て の 卵 を 雌 雄 を區 別せ す に 〕岡示

した もの で あ るが ，
19 を界 と して

， 之 よ り大 な る 卵は大體雌 とな る 卵で あ 吃 小な る もの は

雄 とな る卵で ある事 は 前報で 既 に 蓮 べ た斯 で あ る。

　扨 此 圖 に就 て見 る と，冬期 産れ る卵は
， 雌 とな る卵 ， 雄 とな る卵 ，或 は處 女生殖 に 依 つ て

産れ る卵の 何 れ に 於て も其曲線 が 夫 k 右 ｝ζ移行 し て 居 る ， 即 ち體長が 夫 々 大 と なつ て 居 る事

が 觀察出來 る。然 し共 理 由 は今 の 所不明 で あ る
。

　處女生殖 に 依 り産れ る卵 に は ，交 尾 した雌 か
．
ら産れ た 卵 の 内，雄 と なる もの よ b も可減 り

に 大な る卵 が あ り， 長徑 の み に て ：d 　9 とな る卵 と一見區 別 し得 なV ・ もの もある が ， 飼育 しで

見 る と悉 く雄 となつ て 居 る事 は興昧あ る事 で あ る． 叉極端 に 小 な る卵は比 較的 少 い 。之等 の

事 が 同
一季節 に 處女 生殖 に 依 つ て 生 じた 次代 の 雄 成蟲 の 軆長 が 交尾 せ しめた 雌か ら 生 じた 雄

成蟲 よ りも僅かで は あ るが 大 で あ る事 の 原因 で あ る樣に 思 は れ る。

　處 女生 殖 に 依 り産れft卵 の 長徑 は 同季邸の 交尾せ しめ た雌 成 蟲か ら r董れ た鮭 とな る卵 と ，

共曲線が 非常 に 類似 し て 居 る。 此事 は後者 は不 受精卵で ある事 を瞞 亅気して 居 る か に 見 え る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　 IV． 總 　　　　　括

　　1）交 尾せ しめた雌 域描か ら生 す る次 代 の 成蟲 の 性比 に 就 て 見 る と ， 塵卵の 初 め tcは 雌は
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17　　　 17．i　　　　18　　　　18．5　　　　19　　　　19．5　　　　2G　　　　20．6　　　　21　　　 21．5　　　　22　　　　22．6　　　　23

　　　　　　 　 Length　of　eggs （＆ ：a 】e ： 1 ＝ 0．016mm ，

　　　　　　 　　　　 Fig ．1　h£ ngth 　oi 　eggs

　　　　　 Eggs　 Iaid　by　 an 　 impregnated 藍emale ： F．1，　 in　winter ．

　
・一一一一一一Eggs　laid　by　an 　 n ロ impregnated　temale： V ．1，

　in　winter ．

　
一一一一一 Eggs　laid　by　an 　impregnted　fema】e 二 Ea ，　in　summer ，

　
一一・一一一一 Eggs 〕aid 　by　a ロ unimpregnated 　iemale ： V ．　er　iロ summer ．

（hthe 　case ・f　F ・1
，　
le・・言もh ・f　male 　eg9 ・ and 　fem・le　eggs 　a ・e　figu・ed 　separate ｝y．）

僅 に 少い が ．其後次 第に 多 くな り， 約 80 ％ 迄 に 達 し ， 後再 び 減少 して全 産卵期 間の 約
詈

ん を

經過 す る と最早雌を産卵 し得 な くな る。

　 2 ）交尾せ しめ な V 雌 成蟲 は處女生殖 をな し ， 産れた卵 は共後發育す る と悉 く雄 となる。

　 3）交 尾せ しめ な い 雌 成蟲 の 産 卵欣態を第 4 表 に 示 し ， 交 尾せ しめ た雌成蟲 の 場合 と の 比

較 を試み た 。

　 4） 處女生殖に 依 つ て 産れ た卵 が次代 の 成蟲 と な る迄の 各發育時 期 に 於 ける發育期 聞 は，

交 尾せ しめ た雌成蟲か ら生 じた雄 の 場合 と大差 な い 。

　 5）處女生殖 の 結果生 じた雄成蟲 の 生殖能 力は正常 で ある。

　 6）處女生殖 1τ依つ て 産れ た卵が 次代 の 成 蟲 とな る迄の 各發育時期 に 於 け る 體長 及 び體幅

を測定 し，交尾せ しめ た雌成蟲か ら生す る雄の 場合 と の 比較 を試み
， 更 に 卵の 長徑に 就 て ，

夏期 と冬期 の 處女 生殖 に 依 つ て 生 じた 卵 と交 尾せ しめ た 雌成蟲か ら生 じた 卵 の 比 較 を試み

た。 其 結果 ， 處女生 殖 に依つ て 生 じた卵に は 其長徑 が非常 に 大 な る もの が あ り， 而 も極端に
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小 な る卵 の 比較的少 い 爲に ， 交尾せ しめ た 雌成蟲 か ら生 じた堆 と な る卵 よ りも，其長徑の 平

均 が僅か で は あるが 大 となつ て 居 る事 ， 及び冬季 に 於 け る卵は夏季 に於 ける もの よ b も著 し

く大 で あ る事 〔其 理 由は 今の 所不 明で あ るが ｝が 認 め られ る。更 に 交 尾せ しめ た雌か ら生 する

雄 と なる卵の 長徑 と處女生殖 に 依 つ て 生 じた卵の 長徑 と を比 較 して 見 る と ， 第 1 圖か ら明 か

な機 に ， 其曲線が非 常忙 類似 して 居る 。 此事實 は ，交 尾せ しめた 雌成蟲 か ら生す る雄 と な る

卵は不受精卵で あ る事 を暗示 して 居 るか に 見 え る。

　丈　獣　赤松秋太耶 ・多綫山右迸 〔1936〕 廣島 縣下 に 於け る家 「ダ ニ 」性皮炎の 流行と家 「ダ ニ 」

の 性状に關する耽 成緯 日本公衆保健協會雑誌 12 〔3）， 1− 21．赤尾六三 耶 【1932）加 撒 鳩 欄

9襯   ・ 鸛 壁虱 ）の 動物學eErmsg・中央獸醫難 誌 45　u　2｝，
　1030 − le3r，． 有吉蜘 1929）厂イ ー ダ ニ 」

ノ 發生傳播被害調査竝 二 動物學的研究及 ピ 其醐 除怯．愛知醫科大學病理學紀要 ， 6〔21， 371− 3輿 ．
岡部浩洋 （1935〕編岡市に發生せ る イ ヘダ ニに就て．幅岡衛生集談會誌 2 〔1），IEF−−25．　 OUDEMANS ，

A ・C・｛19  8｝R ・tes ・・ A ・ a ・i・5・ 0 ・ lnrtheiiogen・sis … g・mh ・p ・。du 。 缸。。 　 i。 　 A 。、，ti．
’Tijd・ch ・ift　v … E ・ tO・・。1・gi・ 5t，7］− 87．　YAMA ，DA ，　S．（1930〕Ob ，e ，。。ti。n ，　Qf 曲 。use ．i。 f。，睡
mite 伍 吻σ児胛 脚 nagayei

，　 n ．　 sp ．） whieh 　attacks 　human 　beings
，
　 ra 七s　 and 　other 　 domestic

mammals
，　with 　brief　notes 　of　e叩 erirnen 七s　regarding 　the　possibi】ity　of　plngue −transmlssion

by　means 　of 七hil　mite ．　Transactions　of 　the　Eighth　Congress　of　tlie　Far ］1】as しem 　Assoe三at 董on

of　Tlopieal　Meclleine ，2，
35・S− 37 −9　i 動物學雑誌 43，

237− 249・
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